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３ 学校におけるネットワークの構築

(1) 校内ＬＡＮの構築

校内ＬＡＮの運用方式は専用サーバ機の有無によってクライアント・サーバ方式とピア・

ツー・ピア方式の二つに分けられます。どちらの方式においても、データや周辺機器の共有な

どが可能ですが、ＬＡＮの規模や利用目的、あるいは予算などを考慮して適切な方式を選ぶ必

要があります。次にそれぞれの方式の特徴について述べます。

ア クライアント・サーバ（client/server）方式

クライアント・サーバ方式は、

ＬＡＮの標準的な運用方式です。

この方式は、プリンタの共有、

ファイルの共有などのＬＡＮにお

ける各種サービスを専門に行う

サーバ機、そのサービスを利用す

る複数のクライアント機、ネット

ワークプリンタなどの周辺機器で

構成されます。

サーバ機には、ネットワーク全

体を管理するネットワークＯＳと

呼ばれるソフトウェアをインス

トールし、クライアントへの各種 図３－13 クライアント・サーバ方式

サービスを提供する基幹処理をさ

せるため、24時間稼働させておくのが一般的です。

この方式では、サーバがファイルや周辺機器などのネットワーク資源の管理を行うため、ク

ライアント自身の負荷は少なくて済みます。また、ネットワークの利用者を登録しておき、そ

れぞれの資源をだれに利用させるかといった利用者管理も行うため、セキュリティの面でも優

れています。

イ ピア・ツー・ピア（peer to peer）方式

ピア・ツー・ピア方式とは、

専用サーバ機を置かない比較的

簡易なＬＡＮのことです。

この方式では、同一のコン

ピュータが、あるときはサーバ

となり、またあるときはクライ

アントになるような運用方式と

なり、どのコンピュータも同等

（peer：仲間）であることから

このように呼ばれています。た 図３－14 ピア・ツー・ピア方式

だ、ＬＡＮ全体を統括するネッ
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トワークＯＳがないため、各コンピュータが、それぞれ管理しているハードウェアやファイル

を他のコンピュータに提供し合う必要があり、提供に要する負荷は各コンピュータに直接かか

ります。

なお、最近のＯＳではこうしたピア・ツー・ピア方式によるＬＡＮの構築や運用が簡単にで

きます。必要な機器は、各コンピュータにＬＡＮカードとＬＡＮケーブル、そしてケーブルを

集線するためのハブと呼ばれる機器などです。

ウ 両方式の比較

実際にＬＡＮを構築する際の運用方式の選択については、接続するクライアントの数、そし

て構築に要する費用やＬＡＮを管理できる人材の有無などを考慮して決める必要があります。

次に、それぞれの方式の特徴についてまとめます。

クライアント・サーバ方式では、クライアント機やプリンタの数が多い場合、セキュリティ

を堅固にする必要がある場合、クライアント機を負荷なく稼働させたい場合には有効な方式で

す。しかし、サーバ機の日常管理やトラブル発生時の対応には、ネットワークに関する一定の

知識が必要となります。また、校内のネットワーク担当者が対応できない場合には専門業者に

復旧を依頼しなければならないこともあります。

一方、ピア・ツー・ピア方式ではサーバ機は必要なく、ＯＳ自体にサーバやクライアントに

なる機能を標準で搭載している場合が多いため、資源共有の設定も容易で費用もかかりません。

しかし、接続するコンピュータの台数が増えてくると各コンピュータへの負荷が増加するため、

多少処理スピードが落ち、共有する資源の把握などシステム全体の管理が煩雑になることがあ

ります。また、各コンピュータのハードディスクへのアクセス制限が利用者ごとにできないな

ど、セキュリティの面でも課題があると思われます。

いずれの方式においても、ネットワークが教師や児童生徒にとって使いやすいこと、そして

データの保守や管理が確実に行えるシステムであることが重要になります。

(2) インターネットへの接続

インターネットは、世界規模の広域コンピュータネットワークで、ＴＣＰ／ＩＰで通信する

ことがルールとなっています。インターネット上では、ＷＷＷ、電子メール、ＦＴＰなどの

サービスごとにプロトコルが規定されているため、様々な情報のやり取りを相互に行うことが

できます。なお、各サービスの内容は第４章で後述します。

このようなインターネット上のサービスを利用するためには、拠点、プロバイダ等を通じて

インターネットに接続する必要がありますが、学校等の場合、その方法には大きく分けて次の

三つの方法が考えられます。

ア ダイアルアップ接続（一台接続）

一つ目の方法は、アナログ又はデジタルの公衆電話回線を利用して、１台のコンピュータを

インターネットに接続する端末型ダイアルアップ接続と呼ばれる方法です。ただ、ホームペー

ジの閲覧やテレビ会議システムを行う場合には、アナログ回線よりも通信が高速で安定してい

るＩＳＤＮの利用が望ましいと思われますので、以下はＩＳＤＮに絞って説明します。

実際のＩＳＤＮへの接続にはＴＡを介してコンピュータを電話線のジャックと接続します。

ＴＡはアナログ電話機やファックス、モデム、パソコンなどの通信機器をＩＳＤＮに接続する
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ための機器です。ＩＳＤＮとＴＡを接続するには、ＤＳＵ("Digital Service Unit"の略)とい

う装置が必要となりますが、最近は

ＤＳＵが内蔵されたＴＡが多くなっ

てきているため、通常の電話ケーブ

ルだけで簡単に接続することができ

ます。次にＴＡにコンピュータを接

続しますが、これにはＲＳ－２３２

Ｃと呼ばれるケーブルでコンピュー

タのシリアルポートと接続します。

この方法は、手軽にインターネッ

トに接続でき、管理の手間もかかり

ませんが、接続できるコンピュータ

は専用の１台に限られます。 図３－15 ﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ１台接続

イ ダイアルアップ接続（複数台接続）

二つ目の方法は、ＬＡＮ型ダイアルアップ接続です。これも公衆電話回線を使ってインター

ネットに接続する方法ですが、ＴＡの代わりにダイアルアップルータを用い、ＬＡＮ上の複数

台のコンピュータをインターネット

に接続させることができます。ダイ

アルアップルータは、インターネッ

トに接続する必要が生じたときに、

自動的に電話をかけてインターネッ

トに接続します。そのため、ダイア

ルアップ接続の手軽さとＬＡＮ上の

どのコンピュータからもインター

ネットを利用できる便利さを兼ね備

えており、低価格化、高機能化も進

んできたことからＴＡとともに次第

に普及してきています。

接続方法は、ＴＡと同様ですが、 図３－16 ﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ複数台接続

ＬＡＮに直接つなぐことが大きな特

徴です。

この方式では常時接続ではないため、校内にインターネットサーバを置くことはできません

が、複数台のコンピュータでインターネットの利用が可能となるため、専用線の使用料が高い

現状では有効な方式であると思われます。

以下にダイアルアップルータの詳細な特徴を述べます。

① データは高速なＬＡＮカードを経由するのでコンピュータのシリアルポートの性能に左

右されず、ＩＳＤＮの速度を生かした通信が可能で、特に128Kbpsで通信するときに有効

である。

② ＬＡＮ以外のインターネット上のコンピュータ等にアクセスしようとすると、ルータが

自動的に電話をかけて接続し、一定時間使用せずデータの送受信が停止すると自動的に電
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話を切るため、専用線と同様の感覚で利用できる。また、外部からは無断で校内ＬＡＮに

アクセスできないので、不正侵入の心配も少ない。

③ ＬＡＮ上の複数のコンピュータでインターネットを利用することができる。最近のダイ

アルアップルータにはＮＡＴ（"Network Address Translator"の略）やＩＰマスカレード

（"IP Masquerade"の略）といったＩＰアドレス等自動変換機能が搭載されている。この

ため、正式なＩＰアドレスを一つ取得すれば、ルータに簡単な設定をしておくだけで、各

コンピュータがインターネットに接続するたびに一時的なプライベートアドレスが自動的

に割り当てられるようになる。また、ＩＰマスカレード機能を利用することで外部からの

不正侵入を防ぐこともできるので、セキュリティが必要な場合に有効である。ただし、こ

の機能を利用する場合には、マルチメディア通信ができないことがあるなど、利用に際し

て制限がかかることもある。

ウ 専用線接続

三つ目の方法は、専

用線で拠点等に接続し

た上で、学校で必要に

応じてサーバを設置す

る方法です。

この方法では、校内

にＷＷＷサーバ、メー

ルサーバ、ＤＮＳサー

バなどのインターネッ

トサーバを置くことが

できます。

メールサーバを構築

すれば、児童生徒ごと

に電子メールのＩＤを 図３－17 専用線接続

与えて授業等で自由に

利用させることもできます。

また、プロキシサーバを構築した場合は、ＷＷＷの同時利用による時間待ちを、ある程度解

消することができます。

このようにインターネットに接続してそれを利用するには様々な方法がありますが、各学校

が単独でインターネット用のすべてのサーバを構築するのは、経費や運用・管理面からも困難

が予想されます。したがって、ＩＳＤＮや専用線で各学校から拠点等へ接続し、拠点等のイン

ターネットサーバやファイアウォールを利用する形態が現実的であると考えられます。


